
教科等研究会（中学校保健体育部会） 

令和６年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

令和６年度 教科等研研究会全体テーマ 

児童生徒一人ひとりが輝く「分かる・楽しい」授業つくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回 第４回 

期 日 ６月７日（金） 

場 所 益城中学校 

内 容 活動計画等 

期 日 ８月２３日（金） 

場 所 矢部中学校 

内 容 各学校取組発表 

    構想案検討 

期 日 １１月１日（金） 

場 所 御船中学校 

内 容 授業研究会 

授業者 一門  翔 

２年ハンドボール 

期 日 １月２３日（木） 

場 所 益城中学校 

内 容 授業研究会等 

授業者 上林 匠 

２年サッカー 

  ※第３回は子供の体力向上推進委員会との授業を兼ねる 

 

３ 研究の概要 

（１）研究の内容 

  ①主題設定 

豊かなスポーツライフの基盤を育成するために、生徒が「楽しい」と思える授業の在り方が重

要である。郡教科等研究会全体テーマと県中体研研究主題と関連をもたせながら、「わかる・でき

る」「楽しい」を感じるために、生徒が魅力を感じることができる授業づくりを本研究のテーマと

した。授業の中で「できた」「わかった」「友達と交流しながら活動した」という経験が大事にな

る。そこで「生徒が「楽しい」を実感する活動の工夫」というサブテーマを掲げ、本研究に取り

組むことにした。 

  ②研究組織 

【 授業研究部会 】 

武田（益城） 

松本（嘉島） 上林（益城） 

安部（嘉島） 一門（御船） 

福田（御船） 

【  資料部会  】 

仲川（矢部） 

松本（清和） 瀬戸（甲佐） 

中尾（益城） 廣津（木山） 

【 課題検討部会 】 

古閑（甲佐） 

藤野（木山） 太田黒（益城） 

岩田（御船） 倉岡（御船） 

  ③研究の取組 

①それぞれの授業する中で、「楽しい」と思える工夫を取り入れた授業をする。 

②単元ごとまたは年度の始めと終わりにアンケートを実施する。 

③全員で取組事例集を作成し、上益城としての「楽しい」を追求した事例集を作成する。 

④年度末に資料や評価を共有する。 

⑤研究授業を行い、実践を基に、いろいろな工夫を検討する。 

令和６年度 上益城郡教科等研究会保健体育部会テーマ 

「運動や健康の魅力を味わう保健体育科の授業づくり」 

～生徒が「楽しい」を実感する活動の工夫～ 

令和６年度 県中体研研究主題 

運動や健康の魅力を味わう保健体育科の授業づくり 
～意図的・系統的な授業づくりを通して～ 



 （２）研究の実際 サッカー 

  ①学習構想案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ②各学校の取組「空手道①」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②各学校の取組「空手道②」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ②各学校の取組「バスケットボール」 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）成果と課題 

①各部会の成果と課題 

ア 授業研究部会 

  〇２本の研究授業と学習構想案検討会が実施できた。 

  ▼学習構想案検討を早い時期に行い、本時の展開だけでなく、単元計画づくりから行えると    

よかった。出張や旅費の関係もあるが、１本の研究授業に２回の検討会が必要である。 

 ▼授業の軸になる取組をしっかりと授業者と部会で検討し、事前に周知ができると、より研

究会に深まりが出るのではないか。 

イ 資料部会 

  〇各授業の取組事例集を作成することができた。 

  ▼各授業集・学習カード集を作成できないだろうか。 

ウ 課題調査部会 

  〇各学校の取組で、アンケートによる検証を行うことができた。 

  ▼体力テストの分析を行い、授業での取組の参考になるようにしたい。 

  ②各学校の取組事例集の成果と課題 

    〇いろいろな授業の単元計画や場の設定の工夫を知ることができた。 

    〇どのような授業にしようかと考えながら計画を組むことができた。 

    ▼単元が重なったので、できるだけ配分していろいろなものを知りたい。 

    ▼水泳など、指導が難しいと感じる単元の資料がなかった。 

 

４ まとめ 

 郡教科等研究会全体テーマや県中学校体育研究会研究主題を参考に、上益城の生徒の実態に応じながら取

り組んできた。「できる」「楽しい」にはいろいろなアプローチがある。指導する教員の経験の違いや考え方

などにより、その方法や工夫は多岐にわたる。今年度は、それぞれが持っている授業の引き出しを出し合い、

学び合うことを中心として取り組んできた。また、その実践として研究授業も２本行い、様々な学びの場に

なった。この取組を検証、発展させていく取組が今後必要になると考えている。生徒が楽しくて、授業が待

ち遠しい、思いっきり体を動かしたいと思うような授業をこれからも突き詰めていきたい。 


